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数学科学習指導案 
 

研究主題 

生徒の学習意欲を喚起し、「伝える」力の向上を目指す指導と実践 

～振り返り活動や表現活動の工夫を通して～ 

 

 

数学科研究主題 

基礎的・基本的な知識や技能を活用し、 

自ら考え表現する力を育てる指導の工夫 

～コミュニケーション活動や支援体制の工夫を通して～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１ 単元名  ４章 図形の調べ方 （第２学年、B 図形、B(1)基本的な平面図形の性質） 

  

２ 単元の目標  

（１）基本的な平面図形の性質について、数学的活動を通して、次のような知識・技能を身に付け 

ること。(ア)平行線や角の性質を理解すること。(イ)多角形の角についての性質が見いだせ 

ることを知ること。(知識及び技能)  

（２）基本的な図形の性質を見いだし、平行線や角の性質を基にしてそれらを確かめ説明するこ 

と。 (思考力、判断力、表現力)  

（３）数学的活動の楽しさや数学のよさを時間して粘り強く考え、数学を生活や学習に生かそうと 

する態度、問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度、多様な考えを認め、 

よりよく問題解決しようとする態度を身に付けること。 (学びに向かう力、人間性等)  

  

３ 単元の評価規準  

知識・技能  思考・判断・表現  主体的に学習に取り組む態度  

・平行線や角の性質を理解して

いる。 

・多角形の角についての性質を

見いだせることを知っている。 

・平面図形の合同の意味及び三

角形の合同条件について理解し

ている。 

・基本的な平面図形の性質を見

いだし、平行線や角の性質を基

にしてそれらを確かめ説明する

ことができる。 

 

・平面図形の性質のよさを実感し

て粘り強く考え、平面図形の性質

について学んだことを生活や学習

に生かそうとしたり、平面図形の

性質を活用した問題解決の過程を

振り返って評価・改善しようとし

たりしている。 

  

４ 単元観 

 身の回りにある様々なものについて、「形」「大きさ」「位置関係」という観点から捉えたものが図

形であり、それらについて論理的に考察し、表現できるようにすることが図形の指導で大切であ

る。身の回りの事象を「形」「大きさ」「位置関係」について考察するためには、平面図形の基礎的

な概念や性質についての理解を深め、それらを活用して問題の解決に取り組むことが求められる。

まずは、基本的な図形の概念、具体的に２学年では三角形、四角形などの平面図形の性質、合同の

概念などを習得させることが必須になってくる。そして、論理的に考察し表現する力を育成するた

めには、身に付けた内容の中から、何を根拠として用いてよいのか、どのように用いていけばよい

のかを指導していくことが重要となってくる。生徒が見いだしたこと、確かめたこと、工夫したこ

となどを数学的な表現を用いて論理的に伝え合う活動を通して、論理的に考察し、表現することの

よさを実感させたい。図形の性質や関係を直感的に捉え、数学的な推論により論理的に考察し表現

する力は、いろいろな分野での学習や活動においても重要な役割を果たしていくので、数学を通し

てそのような力をつけていきたい。 



本校の数学科の研究主題にもあるように、自分の考えを表現しやすくするために、授業では、生徒

同士で学び合う時間や、小グループ内で意見交換する時間を設けることがある。他のグループの考え

を聞き、自分たちとの共通点や相違点を認識し、理解を深めていきたいと考えている。また、振り返

りシートを活用し、授業内で理解できたこと、できなかったことを自由に記述させ、次の授業内で補

足説明し、前回の授業とのつながりを見いだせるようにしている。 

  今回の授業の題材である、へこみのある四角形の角の大きさを求めるのは、既習事項をふんだんに

活用するもので、生徒同士の意見交換もしやすい内容になっている。図形を多面的にみる力が身に付

き、筋道を立てて口頭で説明できる楽しさを実感していってほしい。 

 

５ 生徒の実態  

（１）調査結果の分析  

 

（２）授業展開学級について  

  

（３）一人一人を生かす数学的活動について 

  本授業では、課題に対して個人で考えた後、小グループを作り、協力しながら角の求め方を探っ

ていく。この小グループについては、学力が平均的になるように、座席順と変えたものにしてい

く。これは、数学が苦手な生徒が集まってしまうと話し合いがなかなか進まないこともあるからで

ある。生徒同士の話し合いの中で、できるだけ多くの求め方を見つけ、少しでも多くの生徒が理解

を深めていくことを目標とし、生徒の活動をフォローしていきたい。また、話し合いの中で、数学

的用語を用いることができなくても、グループ内で何か伝えることができると自信にも繋がるだろ

うと考えた。記号や式、図などを用いた表現方法を身に付けさせたい。 

６ 指導と評価の計画（１６時間）  

時 小
単
元
名 

ねらい(学習課題)・学習活動 重

点 

記

録 

主たる評価 

[観点](評価方法) 

１ 

２ 

３ 

 

平 

行 

線 

と 

合 

同 

１．角と平行線 

直線が交わってできる角の性質について

調べましょう。 

・対頂角の性質 

・平行線と同位角の関係 

・平行線と錯角の関係 

・平行線の性質、平行線になるための

条件 

 

知 

態 

 

○ 

 

知①思①：ノート、振り返り 

態①：行動観察 

・対頂角が等しくなることを理

解したか、これについて論証

したことを理解したか。 

・同位角、錯角の定義を理解

し、平行線になるための条件

について考えることができた

か。 



４ 

５ 

６ 

７(

本
時) 

２．多角形の角 

三角形の角の性質について調べましょ

う。 

・三角形の内角の和 

・三角形の内角と外角の関係 

・角の分類と角による三角形の分類 

・多角形の内角の和 

・多角形の外角の和 

・へこみのある図形の角の求め方につ

いて、いろいろな方法を考える(本時) 

 

 

知 

思 

態 

 

○ 

 

知②思②：ノート、振り返り 

態②：行動観察 

・三角形の内角の和が 180°で

あることを、論理的に考察し

表現することができたか。 

・三角形の内角、外角を理解し

たか。鋭角、直角、鈍角に着

目できたか。 

・三角形の性質をもとに、多角

形の性質を確かめ、説明する

ことができたか。 

・へこみのある四角形の角の求

め方について、既習事項をも

とに考えられたか。 

８ 

９ 

１０ 

３．三角形の合同 

合同な三角形の性質について調べましょ

う。 

・合同な図形の性質 

・三角形の合同条件 

 

知 

態 

 

○ 

 

知③思③：ノート、振り返り 

態③：行動観察 

・合同の定義を理解したか。 

・三角形の合同条件を理解した

か。 

１１ 

１２ 

 

 

証 

明 

４．証明とそのしくみ 

図形の性質を明らかにするしくみについ

て学びましょう。 

・証明の必要性 

・仮定と結論の意味 

・証明の意味とそのしくみ 

・証明の根拠となることがら 

 

知 

思 

態 

 

○ 

 

知④思④：ノート、振り返り 

態④：行動観察 

・証明の必要性と意味及びその

方法について理解したか。 

１３ 

１４ 

５．証明の進め方 

三角形の合同条件を使った証明の進め方

について考えましょう。 

・三角形の合同条件を使って、簡単な

図形の性質を証明すること 

 

知 

思 

態 

 

○ 

 

知⑤思⑤：ノート、振り返り 

態⑤：行動観察 

・証明の筋道(方針)を見つけるこ

とができたか。それらを理解

し、証明を書き進めることがで

きたか。 



１５ 

１６ 

 

章末 「学びをたしかめよう」 

「学びを身に付けよう」 

 

知 

思 

態 

 

○ 

 

知⑥思⑥：振り返り 

態：行動観察 

・この単元の学習内容をどのく

らい理解できたのか、到達度を

みていく。 

 

７ 本時（第７時）について  

（１）本時の目標  

  ①角の大きさを求めるさまざまな解き方を考えたり、話し合ったり、説明したりすることで、これ 

までの学習内容を活用し、図形に関する理解を深めることができる。【思考力・判断力・表現力】  

  ②筋道を立てて説明することの楽しさを学ぶことができる。【学びに向かう力、人間性等】 

 

（２）本時の展開  

過程 生徒の学習内容と活動 教師の指導・留意点  

◎指導や支援 ◆評価(評価方法) 

問題把

握 

 

５分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自力解

決 

10分 

 

 

・三角形と四角形の内角の和を確認する。 

 

・四角形の頂点を一か所へこませた図形の角度を考えて

いくことを把握する。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

・次の図がかいてあるプリントを配布し、まずは自力で

∠ｘの求め方を考え、大きさを求める。 

 

◎三角形、四角形の内角の和が

それぞれ 180°、360°になるこ

とを確認する。 

 

◎へこみのある多角形を提示

し、この図形も四角形であるこ

とを確認する。へこませた部分

を考えていくことを把握させ

る。 

 

 

 

 

 

 

・プリントを配布する。 

◎生徒の活動の様子をみてい

く。おそらく、補助線を引いて

[学習課題] へこみのある四角形で、∠ｘの大きさをいろいろな求め方で考え、説明

しよう。 

⇒ ∠ｘ 

[学習目標] ∠ｘの色々な求め方を説明しよう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

比較検

討 

22分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・いくつかの求め方を考える。 

 

 

 

・４人のグループをつくり、どのような求め方を考えた

か、意見交換する。 

・思いつかない場合は、既習事項をヒントとして参考に

し、全員が最低限１つの求め方を理解する。 

・目標として、４つの求め方を考えさせる。 

・それぞれの班でどのような求め方が挙がったかを、全

員の前で説明できるようにする。 

・求め方をプリントにまとめる際、どのような既習事項

をもとに補助線をひいたのかを書く。また、角の大きさ

を文字や〇や△などの記号でおくようにし、どのように

考えたかを書く。同位角、平行線、内角の和、などの言

葉を記述するようにしていく。 

 

 

考えられる求め方 

①            ② 

 

 

 

 

 

 

 

 

２つの三角形に分ける生徒が多

いと予想されるので、何も思い

つかない生徒に対しては、その

ようにやっている生徒がいるこ

とを取り上げ、助言していく。 

◎求め方を複数考えさせる。 

◆色々な求め方を考えている。 

【思考・判断・表現】（行動観

察） 

 

◎補助線をどこかに引くように

促す。これまでに学習してき

た、対頂角の性質、平行線と同

位角・錯角の関係、三角形の内

角と外角の関係、多角形の内角

の和の内容をギガタブ内にアッ

プしておき、ヒントとして活用

させる。 

◎思いつかない場合は、どこに

補助線を引くかを伝え、その上

でどう求めるかを考えさせる。 

◎既習事項をもとに、説明でき

るように促す。 

 

◎補助線を、三角形に分けるた

めに引くだけでなく平行線を引

くことに気づかせる。 

◎活動の様子をみながら、生徒

が書いた考え方をギガタブで写

真に撮る。 

・できるだけ多く求め方を考

え、どの班も４つを目標とす

る。 

 

①三角形の外角の性質を利用 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

13分 

③             ④ 

 

 

 

 

 

 

⑤            ⑥ 

 

 

 

 

 

 

⑦                          

 

 

 

 

 

 

⑧四角形の内角の和が 360°であることを利用 

 

・グループごとに考えた求め方を発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

・へこみのある四角形は、やじり形、ブーメラン型四角

形などと呼ばれていることを確認する。 

②50°の角の部分が分割される

ので、〇や△を用いて表すよう

にし、三角形の外角の性質を利

用 

③平行線と同位角・錯角の関

係、三角形の外角の性質を利用 

④平行線と同位角・錯角の関係

を利用 

⑤大きな三角形をつくる。三角

形の内角の和から導く。わから

ない角は〇や△で表すようにす

る。 

⑥４つの三角形に区切ることで

∠ｘの反対側の角を求められ

る。 

⑦平行線と同位角・錯角を利用 

⑧四角形内角の和が 360°なの

で、∠ｘの反対側の角を求め、

360°からひく。 

 

 

 

 

◎発表を聞き、思いつかなかっ

たものについては、各自でまと

めさせる。 

◆色々な解き方を説明し、既習

内容を活用し理解を深めること

ができる。【思考・判断・表

現】（振り返り、ノート） 

 

◎どの求め方でも、３つの角の

和が∠ｘの大きさになっている

ことを理解させる。また、今回

とは角の大きさが違う場合で



・授業の感想、理解できたこと、できなかったことなど

振り返りを記入する。 

 

も、３つの和になっていること

を理解させる。 

◆今日の学習内容をまとめ、振

り返ることができる。【主体的

に学習に取り組む態度】（振り

返り、ノート） 

 

（３）本時の評価  

①角の大きさを求めるために、いろいろな解き方を考えたり、話し合ったり、説明したりすること 

で、これまでの学習内容を活用し、図形に対して理解を深められたか。【思考・判断・表現】  

②筋道を立てて説明することの楽しさを学べたか。【主体的に学習に取り組む態度】  

 

 


